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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

・小原　奈々子様（６２）

　H26.7月上旬頃より原因は不明だが食事摂取量・食欲の低下出現。元々睡眠の不安定さもあった事から、近医（十和田市）の尾崎内科を受診し、エリーテン錠（5）、パキシル（12.5）、レンドルミン（0.25）、リーゼ（5）、ラコール処方となり服用開始。内服薬服用開始後徐々に症状改善傾向にあったが、H26.8.25退職後より症状悪化傾向となり再度食事摂取量の低下・不眠・外出困難・意欲低下等の症状出現。食事はご飯に梅干し、トマト、バナナ等を1日3食頑張って摂取している。常に落ち着かず、1時間が長く感じ、自宅にて臥床しているか自宅内をウロウロする事を繰り返している。外出する事も出来ず、買い物等は同居している娘に依頼するか、宅配業者に依頼している。希死念慮や行動化は無い。今回症状悪化傾向にある事から当院への受診相談あり。9月8日（月）11:30来院、12時診察予定としている。Y-G、CMI指示あり。
・古里　武蔵様（８７）
　現在、サービス付き高齢者住宅「カームライフ　サン・スマイル」へ入所中。H24年頃、本人が薪ストーブの掃除をしていた際に、脚立から転落し、肋骨を打撲。その後痛みが続き、次第に家事が困難となってきた為、介護保険を申請し、デイサービス(5回/週)、ヘルパーの利用を開始していた。H25年頃より通帳の置き場所や、おろしたお金をどこに閉まったか忘れるようになった。また、味噌汁を作っていた鍋を焦がす事や、歩行が不安定で雪かきが難しい状況を理解できない事や、夜コタツで寝るようになり度々低温やけどになっていた。H26年2月、自宅前の雪の上で倒れている本人をヘルパーが発見。下肢が傷だらけで、訪問看護を呼び処置を行ったが、翌日には覚えていない状態であった。介護保険サービスは限度額まで使用していたが、対応が困難であり、家族と疎遠である事から、ケアマネージャーより八戸市地域包括支援センターへ相談。甥の嫁（本人の長兄の長男の妻。甥は脳梗塞で麻痺がある。）より協力が得られる事となり、保証人等の契約時には相談して行う事となり、H26.4.3サービス付き高齢者住宅「カームライフ　サン・スマイル」へ夫婦で入所する事となった。杖歩行で見守りが必要であった。妻（91歳。要介護2）とじゃれ合う等仲が良いように見えていたが、徐々に妻を叩く、妻を押して転ばせようとする行動が見られるようになった。普段は穏やかな人であるが、突然怒りはじめて杖を振り上げる事があり、職員が制止に入る事もあった。夜間は部屋の電気が点いており不眠で経過しており、職員が電気を消しにいってもすぐに電気を点けて過ごしていた。日中は月・水・金でデイサービスを利用しており、デイサービスの日以外は自室に篭り布団をかぶって眠っているとの事。日課は声掛け・介助を要しており、床に失禁する事があり、特に排泄に介助を要している。上記状態から、易怒性、不眠の症状の改善を希望され、専門医の受診を検討。かかりつけ医の荻生内科から当センターを紹介され、9月8日（月）9時来院、11時診察予定となっている。
・福島　裕子様（４２）
　Ｈ19年夫がうつ病（当院患者様）になり、近くでその光景を見ていたら苛々し、過食傾向となる。Ｈ19.7月初旬マナクリニック受診し、以後定期的に通院していたが、徐々に通院忘れがちになりＨ20.8.22以降は通院せず（病名は言われず、ジェイゾロフト、ナウゼリン、マイスリー処方されていた）。Ｈ24.１月娘様がてんかん発作を起こし、救急搬送される事があり、ショックで食べれなくなり、はちのへ99クリニック受診する。胃カメラ検査施行するも異常なく、胃薬と吐気止めが処方になっていた。その後も嘔気、食思、食事摂取量低下継続され、Ｈ24.8.28きよかわ内科胃・大腸クリニック受診する。胃カメラ検査施行するも問題なく、機能性胃腸障害と診断される。都度薬剤調整（現在はメブチット（100）、ランソプラゾール（15）、モサプリド（5）、マグミット（500）内服中）しながら通院していたが、症状改善されず、Ｈ25.8月心療内科受診勧められ、Ｈ25.8月再度マナクリニック通院再開する。Ｈ26.１月よりレクサプロが処方となり、徐々に食思出てきて5月頃より過食傾向となり、5月～8月までの３か月間で体重５Ｋｇ増加している。病名は言われておらず、現在はメイラックス（2）１Ｔ×夕、レクサプロ（10）１Ｔ×夕、不安時用としてエチゾラム処方されている。今回、夫様が当院通院中である事、マナクリニック主治医とあまり合わない感じがするという事にて当院受診相談される。現在の症状としては、過食（寝る前に必ず食べてから寝ている）、気分の落ち込み、睡眠不安定（寝れる時と寝れない時があり、中途覚醒もあり、熟睡感がない）、今年5月からは起床困難（6時には起きなければならないが7時まで寝ている、目が覚めていても起きれない）、家事も必要最低限しかできておらず、日常生活に支障をきたしているとの事で、症状改善目的にて受診希望される。9月10日(水)12時来院、診察予定としている。
・松山　コウセイ様（２２）
八戸工業高等学校卒業後、青森予備校に通い、公務員の勉強を3年間行ってきたが、いい結果がでず、H26年3月よりボイラーの整備に関する職種に就いた。同年7月頃よりこれまで楽しかった事、興味を持っていた事が、楽しいと感じられなくなり、疲れが前より出やすくなる、やる気が出ないといった事が顕著となった。職場でのストレスが原因ではないかと話すが詳細については、職場から電話をしている為今は話しづらいと話し、聴取できず。他の症状について問うと、ためらった様子で「自殺を考えるようになりました」と話す。これらの状態が続いている事から、当院での治療を希望。相談に至る。9月13日（土）11:30来院、診察予定としている。
